















































































































A 型 カH法九九を誤る 並説法九九を誤る 乗法九九を誤る 除法九九を誤る
B 型 加法操作を誤る 古車樹j量作を誤る 事奏法捌乍を誤る 除法操作を誤る
C 型 0の処理を誤る 0の処理を誤る 0の処理を誤る 0の処理を誤る
.D 裂 繰り上がり処理を誤る 繰を誤り下るがり処理 繰を誤り上るがり処理 繰を誤り下るがり処理
B w. その他の誤り その他の誤り 加法を繰る 盟実法を誤る
加法では，加法九九の誤りをA型の誤りとする。また，同位の数を加え;るとい
う加法の操作で誤る誤りをB型の誤りとする。たとえば， 12+ 6 =72はB型の
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/例 1111型 5十 4 1 
I 1112型 6+7 I 







誤 算 類 型
( 1 位位数数〕〕+く(1 位位数数〕〉〕 | ( 3 位イ立数数〉〉+〔1 位位位数〉
((22++21((33++(〔23 〕l









3 力日数の構す成る数の和を被加数の 100十53=1008 
次に羅列







3 1位の力日数を2位または3位 7 +191=268 
に加える ‘F 




(C a) 0の加法を誤る 20 200 
1 基0数とす十0=0またはoJト議数 十 7 十 50
=る 20 200 
2 0十0=1とする 50十2'0=71
3 基数十0=何+とする 2 +0 =20 
4 0=1とする 。十0=2 810十200=1022
5 0=10とする 0+4 =14 
6 0を力日数被加数と同じにする 。+3=6 30+92=124 
くCb) 0の先盟を誤る
末位のOをおとす 52+28= 8 993+ 7 =100 
2 中間のOをおとす 51+ラ6=17 941+60=101 
3 末位の0をよけいにかく 50十20=700 993十 7ー 10000
4 中間のOをよけいにかく 12+ 9 =201 950+93= 10043 
(D型〉 繰り上がり処濯を誤る
CD a) 繰り上げをしない . 











2 録上がる数をひく 57+ 3 =40 
3 繰り上がるとき各桁につL、て 86十7-8=12 ~ ~6$十439田 !304
大きい方より小さい方をひく
性 部，更分和にが9になるとき 9をか 730+~=894 
き 1を繰り上げる
-148-













数え誤り〔答に 1 のちヵ;~、が 4十 2=7 803+ 2 =804 

























2 + 9= '8 (9を6~ニする3
3+ラ=3
(吋 a+a=a+lとする I5+5=6 
(3) a +0またはO十 aI (イ) a+u=またはO+a10+ラ=0
の型 =0とする
(1) a十 0=何+とする I 3十 0=30
付 a十 0=a+1とする 12+0=3
















6 + 7 =103 























1 被滅数の 1位が何で獄数がo167-30=33 
のとき10ー 何とする
2 同上くりさげる 167-30=23 





1 "A数ー 0=0とする 167-30=30 
2 0一法数の形のものを0とす 120ー 13=10
る
3 O-aの形のものをaとする 130ー 18=28
4 0ー 0=1とする





6 ~数ー 0=10一基数とする 8-0=2 
(C.b) 0の処理を誤る
答の末尾の0をおとす 48-8苧 4 909-609=30 
2 答のo0・・・をおとす . 日2-32=5 
3 答の中間の0をおとす 302-200=12 




1 被猷数数獄よ数りに関係い数なく各位の 1ラ-9=14 253-185=132 
大きい 小さ をひく
2 各数位〉でく小さL、数〉ーく大き 47-18=30 253-185~100 
い =.0とする
3 繰り下ぎを忘れる 15-9 =16 102-58=54 
4答被と減す数るま(た分はの減的も合数にをこそののよまうなま
92-7 =92 100-50=100 
操作をする部も む〉 ' 




1 紙加法で加法をしない 92-7 =83 952-6 =944 






数筒き:い なった2ニ 大し、〕 さい数〉とすると問
に り下げる . 
F繰暫りE滅数げ処の理10が0のとき1則立で 404-7 =407 
下 をしなし、




8 繰り下げを二回する 47-18=19 407-20=287 
9を一か位きは，被2減1立数につ.滅い数て計の算何れすかる 100-48=68 
10繰被り淑上数る1減を数上位の一よ部りひをよくせて ~ li ' 380-90=270 




数え誤り(答に 1ちがL、が多 90-60=40 
い〉
2 各位のうち部分的苦i算をする 4ラ8-2ラ0=8
3 加法をする 100-48=148 
4 綾上位の計算をしない 407-20=87 





問 題 類 型 誤 算 署員 富1 | 誤算の具体例
付繰り下がりのない場合
(1) a-bの型(a>b) 付)の産ま主数ま答またとすは絞る在員数をそ 1-4=4 
(ロ}算法の誤り ラ-3=8(JJ~:法をする〉
(2) a-aの型 付) a-a=aとする 7-7=7 
{司 a-a=1とする 8-8=1 
付 a-a=a-lとする 9-9=8 
同算法の誤り 3-3=6 (JJl法をする〉
(3) 0 -0. a-oの型 付) aー O=aとする 7-0=7 
(吟 aー 0=0とする 15-o=0 
付 a-O=a-lとする 8-Q君 7
同 a....:o=a+aとする 6 -0 =12 
的 0一口 =1とする
白 繰りマ下がりのある場合
(1) 10-aの型 付) 10-a = aとする 10-3 = 3 
(ロr) 10-a = 0とする 10-4 = 0 
付 10-a = a-lとする 10ー 7=6
同 10-a= 1とする 10-3 = 1 
ω a-bの型(a>10) ~) 繰り下がりを忘れる 11-3 =18 












x 4 (2+1= 3. 3X4=12) 
12 
2 被乗数の構成数の一部に乗数を加え'る 23 
X 3-
59 
3 問伎の数同イ土を乗ずる 32 
x21 く2トー 1 =.3) 
u2 
4 乗数の利を被害医数に乗ずる 32 
x21 
96 
5 乗数のー伎を被乗数の二位にかけるのを忘 30 
れる x21 
600 

















繰り上がった数を忘れる 1‘、 15 
x 6 
60 
2 繰り上がった数を被乗数のつぎの位に加え 15 
る x 6 
40 
3 繰り上がった数を被害軽数の一位の数に加え 15 











6 績の位置を逆にして加える 78 (6 x 8 =48 ¥ 



























4 首位の簡を求め宮の前Oとし 鰍数の 1 20 











































































































































11 032( Cb4. 1. 7) 
77.0| 14(Cb1・ 4.~? ~O~~aj. 1.7) 
1400(Daj. Cba. 1.7) 







吋21(Daj. 5.1) 日l但 J.2.9)




ロ|叩 | 6.9[ .98い
ハ[6+6 1 6.fJ~ 98.7136但 2.4)
ニ|日 | 3 | 1 0 9 1| 89 1 1|4104 (〔BE12 ・ 21 .47 3〉 1 2くEl'1.7) 
ホ157+3 1 。1 12，1[ 吋 50(Dal'5.7)叩匂 2.4)
へ [48+7 [ 。[15.51 8~.~1 叩
ト195+5 1 |刈叫90(Da1541〉 91向 2.4)11くDbs.2. 
チ[96+6 1 。1 13.81吋 92仇:3.4)仰blo，2.4) 12(Cb~.2.9) 
(生) リ152+281 。1 16.71吋叩al'9.2) -(1仇 4.0)
ヌ135+271 21刈叫叩al.4.0) 63くEJ.2.4) 
Jレ[51十561 1[刈吋附b2'6.9) 07(Dblo， .2.9) 
ヲ 145十621 川叫附b2..6.3) 07くDbJo，3.4) 
fyt| 21吋吋阿E1.4.6)叩 blo.4.0)
21 24.71吋 130(D31'7.5)叩31'DblO' 3.4 
ヨ [43+79[ 31 20.11叫 1仰 al.4.6) 仰 al0'5.1) 
タ 184十16[ 31 20.11 79.91叩 al・7・5)仰ね 3.4)
ν 16印 7[ 4[ 19.5[ 吋 93似1.4.0)
ィド伽7 [ 31叫吋3∞7くBa3'2.9) 
ロ1803十2 1 ~刈 85.11 13(BaJ. 1η 、
ハ1520+5'1 3[ 21.31 78わ叩b1.2.9) 507C:8~1' 2.4) 
ニ[204+6 1 313971 804300K〈Dh126〉制B!)l.3.4) 310CDb命.2.9) 
(5) 
ホい07+9 1 31 叫 50似妥Dbõ• Cdz. 9.2) 1眠Db6• 5.7) υal・2.4)
へ [322+8 1 41 38.21 6381l 320kくDDal-3.4〕〉 312(Bas-2め420(Dbo' 2. 
ト|問+91 日| 404|59j992仁Db51.7〕〉 892仁1Jal'3.4) 1802(DaJ. 1. 
チ|伽ラ i~1 7[吋 吋 290(Dal.4.0) 210仇 1.7)
リ|朔十7 1 61 38.2[ 吋蜘(Dal'3.4)州Dal'1.7) 
ヌド94十8 1 681 7 43.11吋似向 4.6) 9叩 al'2.4) 
※ (3)， (4)の問題は，たて式で出題されている。
-158ー
(ロ)ひきざ IV く小学校3年 176名〉
間 題 |誤鍬!1略封1警~)I正答率|主な誤算類型例(品:Z2議室内
イ 19-4 I 4.51 侃 51
ロ16-1 1 
ハ 11ー 11 14! 8.5]' 91.51仇 5.7)
ニ 18-~ ] 7.41 92代Bc3.5り
ホ 148-8 1 11刈 88.11仰 C3.1.7) . 
(1) 
へ 117-4 1 11刈品川伊1.2.3) . 
ト|ル6 1 21 .ZO.51 79.1174叩1.2.3) . 
t 
チ 127-27/ ヨ|刈 83427(K334〕 00仇 2.8)
リ 136-321 41 20.51 79.51 34(Bc3' 6.8) 
ヌ ]59一191 31刈 83.01
ル 178-331 31刈吋祇El'1.7) 
ィ |ω | 31刈叫O(Ca1'14.8) 
ロ]0-0 1 2.31 97.71 
J、110-3 1 6.sl 93.71 
ユ 12い| 1 判 83.51仰 283.4〉 2K匂 2.3)
ホ 170-4I 21 22.71 77.3/76(D日g.2.8)臼仇 2.3)
(2) 
へ 160-601 9.11ω9l印(配3.2.3) 似 Cb4.2.3) 
ト180-30I 1/ 叫 894又Cb1.2.8) 
チ 176-70 1] 14.21 7仰向 2.3).4くB:;I.1.7) 
リ 167-30] 11刈吋知(ω0)
ヌ ]20-131 11州叫叩a3川 1ゆ a3'10.8) 
ノレ 13い81 1]叫叫22(Daa.15.3) 28(Cag. 11.3) 
ィ110-7 1 。1 1821吋 17(Ca3.11.3) 
ロ120-9 1. 371 。|214790122222319teas4.0〉
ハ j50-4I 。|州問ricas119〉 1〔軌 2.8)44( Ca3. 2.8) 
(3) 
ニ 140-401 11叫 7871omh136〉仰C3'4.5) 
-t59-
ホ 190-501 4.5: 95.514くCbj.1.7) 
。|叫叫04(Cb.j.6.3) 6仇 2.3)
ト 182-401 。|叫 M似13c~. 2.3)初(Ca!.4ラ〉
チ 120ー 16r I 88.01叫 lifea3136〉叩a3.8.0) 。 Cb4• 2.8) 
リ 司回1吋81 68.71 ~在臼卦 15.9】叩部 6.3)Ca2' 3.4) 
イ 。| 州叩aj.4.5)
(4) ロ|四一7 1 01 20.51吋叩j.2.3)叩 a!.1η 
ノ、|臼-541 1 1 州 75.01 帆Ch4• 4.0) 11くD3j.4:.0)
ニ [47ー 18[ 21刈 80.139(Das. 4.0) 3ゆ aj.2.8)
ィ1∞-6I 41 26.7[ 1"3.31 106尚昆4.0) 1附 al.2.3) 
ロ101-3 1 イ叫吋叩1.2.8) 
ハ 114ー 7 1 司 5|514 489|lgcb38的仰bs.6.8) 1くDb].5.1) 
it:十161 23.31 76付4(D弘 2.3)(5} 81 38.11州制D33.4.0) 22~Da.l' 2.8) 
ヘド00-9I 941 71 57・41 43.8301〈DIh.214.〕63401くDa3.5.7) 1409くCa3.3. 
ト 180日 | 71 吋初刊8仇 Dba.18.8) 
チ [312-4 [ 7[ 44.3] 53作仇 6.8)
リ 1300-641 71 (J1.91 38作。bs.1.9) 附 DbsDbH 刈
，ヌド07-20I ~ 51.71 48.円13777〔(BDbM1.425.3〕位7(臼s2.8) 
※ (3)， (4)の問題は，たて式で出題されている。
付 ょせざん九九 (繰り上があ場合と Oを含む場合)" C小学校3年 163名〕
1 1E 答 誤く無〉答|
問 題 I I 誤答内容と誤答数lE答数|正斜誤答数|誤解!
1 I 1卜9 1叶吋 6 1 3.7116(2) 9(1) 87(1) 29(1) 
I 2 戸+司 ~I 96.9[- 5.1 9.1同日目lj 「一て一-
31 2+9 1 叫 98.81 2 I 1.211伐1) 45(1) 
41 3十7 1 1551 9，5，11 8 1 4.91;11111山抑)8凶附勿(1) 川)
τ戸五-1-'1可35同f~~間 12(1) 州)石川 1印)
-160-
61 3-1-9 1 1571吋 6 I 
7|ω1 1541 94.51 引1)1'
81 件 7 1 1531叫 10 1 
91 4+8 1 158/川町)1
101 4+9 I 1ラ51叫 8 / 
11/山 1 1労I97.51 4 / 
121 .5+6 1 1571吋 6 1 
131 叫 7，-1561 95.71 7 1 
14/ 5+8 1 1オ削1 6 1 
151 5十9 / 151 叫 8 1 
161 6+4 1 1551 95.1¥叫
171何 1 1611吋 2 1 
l戸E司可戸三工司J司|戸τ司1--;τ;工~91片-51
1ゆ91併叩7 1 1オ叫 10(
2016+8 1 叫 ω州51 9 I 
2幻11 ω 1 1オ吋 伐仰制叫14)1 | 
司τ7円;干「お片]
2η31 山 1 1刊吋 6 1 
2μ41 7+5 1 吋 9ω4μ51 9判
i戸玄戸τl同可司二ヨ己
1υ司) | お|附 1 1オ叫 10{叩附叫
271 川 1 1引511叫 12 1 
2B 1 7+9 1 叶叫 12 1 
汐|山 I 1オ9ω8.31 6 ， 
刈叩 1 1労オ| 丙~14 1
311 8+4 1 154 叫 5 1 
叉 18+5 / 1531 9μI 10 i 
1 3~ 1 8+6 1 . 154| 叫 9 1 
8.7127(2) 33(1) 11(1) 川 32(1) 34(1) 
5.~ 抑) 24附 11但) 46(1) 
8.1'12(3) 28(2) 10(1) 13川 2叩) 1(1)附
S1118(1) 11凶 32(1)
4.936(3) 14(2) 17(1) 87(1) 46(1) 
25I 12(1) 27(1) 25(1)' 0(1) 
8.71 15(1) 3~(1) 叩(1) 14(1) 30(1) 34(1) 
4.3I 35(2) 11(1) 11(1) 95(1) 10(1) .73(1) 
w|附 11(1) 附 40(1) 57(1) 
49|附 11(1) 19(1) 95(1) 45(1) 切(1)




s.1i36(2) 15(1) 37(1) 47(1) 
1J.1I 14(4) 42(2) 12(1) 9到1) 26(1) 
5.5113凶見(1) 附 48(1)刑判(1)
3.7118川 34(1) 43(1) 日(1) 37(1) 
8.11 2'1(2) 11(1) 34(1) 78川
8.71剛山 29(1) 28川間1) 13山
5.5113(2) 1CX1) 制 1)63(1)苅 1)72(1) 
1.8/11山町 37(J)
。引 49(2) 16(2) 15(1) 99(1) 13(2) 39(1) 7(1) 
7.41 !~~?1 :~~~1 ~~\~l 10(1) 89(1) 13(1) 
l 18(1) 16(1) 39(1) 
74-17(3) 10(1) 33(1) 63(2) 15(4) 97(1) 
8.7I 9(2) 11(1) 81(1)附則)
2.5 |同2目州4
:ul 3刻瑚瑚2引泊制(但凶2幼) 日川(札ω1υ) 21 山
61'14(2) 40(2) 3山附 18(1)83(1) 57(1) 
54叩)附 16(1) 4昭)
一16'1ー
341 8十7 1 1521 仰 j11 1 0.71 !'i倒叩)75(1) 24(2) 49(1) 
3ラI8+8 J 1オ吋 7I 4.81円I91E瑚q同1) 叫勾開1}珂1) 町}
五「山 1-1491 91.4[17了五 ;131337訂珂1)町-)- 1 
371 9+1 ! 吋 90.91 5 1 3.119(2) 川 49(1) 19(1) 
381 9+2 1 叫 94.51 5.5112附 13(2)州問1) 16川町)
391 9+3 1 1日I95.71 4.01 27(2) 1凶倒1) 矧1)
401 9+4 1 吋叫 4.9112矧棚引1) 14(1) 36(1) 
41 ¥ 9+5 I 行7[. 98.31 3.7145凶 82(1) 開 55(1)
4424 iMI 1561. 95.71 4.0111(2) 日(2) 37(1) 14(1) 39(1) 
1541 94.51 5.511叩)附 63(1) 95(1)弘元 134「
441 9+8 1 叫 94.51 5.5116(3) 明 97(2) 7ω 
451 9+9 1 吋 95.71. 7 1 4.3J 19位) 9(2) 17(1) 18(1) 29(1) 
46 [ 0+0 1 判 99.41' 1 1 0，011(1) 
471 7十o1 1461叫附|州制 1(1) 7山
48[ 0+4 [， 146[ 89;0! 17(1)1川制附 43(1) 45(1) 
」計 1 7，叫 ω | 3631' 4.81く一人平均誤鰍 2.2) 
備考 1 ~呉答数の( )内は無答数
2 誤答内容のく 〉内は誤答数





1 I io-i I 同71'97.71 4 I 2.011間 21，29 
2110-2 1 叫 叫71 気1)1 5.311 i， 2，叫 5，9， 14， 1， 13 
3110-3 1 吋 ω 1 8 1 4.719(2) 丸 3，九 玖 2，13 
4110-4 I 叫 94.7[ 9 [ 5.3115(2) 5， 32， 1，叫 98，3 . 
5[10-5 1 同 I97.11 2.91丸丸乙 11，53 
6110-6 1 16ラ|仰 | 3.5133， 6，偽広あ 17
-162-
711い | 1601 99.1l1 11 1 6.4/ 18凶了間 5~2) 同 71， 10， 88 
8110-8 / 刈 93.0111 I 1.412(2) 吉岡叫し玖 8，仏 7，19 
9/10-9 1 1641 95.91 品村2) 内 37，9ヲ，8， 20 
10111-2 I 刈 91.8114 1 8.21時) 10伶)肌 2，11， 13， 1， 5， 3， 14 
1541叫 17 1 9.917削 3(5)44)均以は 9，10 .1 





93，01 12(1)1 7.015(3) は 1，玖 7，叫 4，2， 17 
1411l-6 1 
158
1叫 13I 7.01叩)4(2) 7， 3， 17，弘牝 2，81， 0 
15 11ー7 1 
1541ω11 17 1 9.91
3ω 附吾(4) 21， 31， 9， 7， 91， 6， 0 
16111-8 
1 1511 





98.91 13 1 7.61
7矧 3(3)9(2) し山玖 81，22 
18]12-3 
1 15]則 116 1 9.41叩) 10(3) 仰) 3(2) 42， 39，凡 2，16 
1ヲ!山| 1581 92.4) 13 1 7.1110(2)仰) 3(2) は 12，以 11，4， 17 
20 
1山 | 吋仰110 1 5.815(3) 但) 札 39，82， 2， 18 
21 112-6 1 1621 94.71 5.31的)
5(2) 18(2) 工 37
22 1オ吋附| 1042)7
矧 3(2)札伐 2，9， 8，既 0，







2同 4(2) 12， 49， 8， 5， 1 
25113-4 1 
1日|吋 18 1刈4(5) 7性)伯)広軌 2，12， 8， 41， 5 
26113-5 I 日|叫 13 7.113(2) 地)以 10，払 6，0， 7， 19 
27113-6 1 
156





日71 叫 14 1 R.21湘) 7凶叩) 1側広叫 8，95. 21 
29
1目 、| 1561叫附| 8，81咽咽唱}144Maun|
30 j 13-9 I 1ラ91 93.01 12 I 九019(2).1白) 22，叫 8，凶 12，10， 0， 23 
31 
1山| 1561 吋 15I 8.81 5(5) 6(3)九杭叫礼 4，21， 7 
牛;-6いオ 91415 | 8819(2)lq2)%払 6，凡 4，69， 8， 0; 21， 2 一7I 1貯1 9.0; 14 1 7.01 8(2) 3(2) 22，仏札 1仏 2，1乙 0，21 
34
1
1円 | 判例 15 1 8.81 f白) 瑠) 7間同日広 4，31， 8， 1， 6， 23 
-163ー
司五平一5汁1 1云示i元fム両ムイf15什1 8.8叫|;(?勾3川姻 糊 6側(白倒2幼) 1制位仰)丸叫幻
|い361い同1臼5一6什1 159オ1 99削叫01 12什-17.O可引作[日巾1主;(出?2;1 1m (信間2勾) s制倍仰) 6刷(仰m削附)げ2勿矧別州9引卯制(仏ω1υ)4叫仰制
2 13幻71ト 7I 1日オI8ω9.51 18 1 刈 7例 弐粥湘5日) 1川仰糊q馴2勾) 叫 珂， 勿既， 2 
38115-8 1 1581 9~.41' 13 I 7.01仰) 2(2) 9(2) 11，玖ヲ，肌 10
(札川1日) 
労 115-9I 1571吋 14 l' 8.~l l(3) 哨)叫 9，叫 8， 11， 31 f 凡1'3
40116ー 7 1 吋 89.sl18 1刈rjJ2) 3仰 8(勾 1唱) 11(2) 21， 4， 
41 116-8 1 1561吋 l予 1 8.8，7同 9間的)22，肌 4，25 
14211ωいオ ω81'1伐1凶竺)側削 16，25， 5. 10， 34 
7石司7討11戸江子一戸戸「石戸同J可I11.71は訓;詑T?仇3九悦Lk，
“ |いl円戸示戸丙斗r~6什1 9~I凶9略制他仙1 7(瓦Z五口二払訊い， 2幻7 
1 46ラ118-9 I 1行5兜81 叫 13 1 7.8114哨矧β問)7位悶11口1位仰18， 叫 抗 1し，5丸， 3引
竺出|山 1 14れ7サ|川88ωβ124巴:王ヨ互日|玉!L殴日♂恨?官殺比;2む仏:ゴZ;L乙ZZ包包担，4』1iも臼臼岱:f?!?3)fP)拡 沌
4灯7い7一川 lオ吋 14 1 8吋~I 笠) 3到班淵(位凶2幻)仰側)払弘ほ瓜 5，2， 
工J戸可τ91同τ戸戸Z拘4可牧司努設口守;E?U写τ抗 5招捌但凶) 2幻6，8，は 5 叫




1 153| 吋 18| 刈 0(6) 5凶 7(2) 払 3，45 
計 ド，85<51叫印41 8.11く一人平均舗数 4.1) 
備考 1 誤答数のく 〉内は無答書家
2 誤答内容の く 〉内は誤答数







1 I 2x2 I 1.81 2， 1， 29 
21 2x3 I 1621 ω| 4.718(2)明矧1)川 16，3 
31 2x4 1 吋 四 1可14，¥，8 
41 2x5 I E4州) 8 
51 2x6 1 判 97.11 2.91机丸 17，18， 89 
61 2x7 1 刈 吋九 |8Ei1仰)ロ(2) 仰)35(2) 21， 18，叫 32，41， 9 
一 164 ~
l7|川日 13(2)!
日j2x9 1 1661刈 4 I 
91 3X2 1吋可iJ
1o[ 3x3 1 167[ 98.2i 31 
121 3x5 I吋 ω81 2 1 
131 3x6 [ 1631叫 7 1 
14 I 3x 7 1 160194.11 10(11[ 
151 3x8 1刈吋 8 [ 
161 3x9 [叫叫 1叫
T71 4x 2 1 1661吋 4 1 
181ω 1 1オ92.0;12 1 
191 4x4 1吋叫 14 I 
2o I 4x5 1 16~95.91 4 1 
21 1ω1 1491司τ7
nj 4x 7 1 1441 84.61 26 1 
ぉ 14x8 I 149[吋川l
241 4x9 1 叫叫幻(1)1
lml5X2 L吋午」
261 5x3 1吋 i
叶 5x4 l' 1641研工7
281 5x5 1吋吋 1 1 
291 5x6 [吋吋 7 [ 
30[5X1j 1591叫 1 1 
31 1 5x8 1 I悦|叫 6 1 
刀|ラx9 1 162[吋 8 1 
331ω[ 15~ 叫 12 [ 




5.3121(4) 8，礼 27，82， 32 
1戸Z
.UI21. 48. 2， 24労比 12
十哨)12(3) 20 
4.7128帥 21間叫 27




8.2i H~(5) 1(2) 昭)叫 28，4， 14. -2 
4.1札叫 訊 32
12.4' !~(5)__54~3) 42(3) 21(2) 16. 28， 30， ;W， 
|27， 22， 24 
15.41 ~~陶 63(3) 21(3) 49(2).20， 29， 32， 12， 
130， 36 
12.4! ~~(3)__24~31 ~~(3) 36(2) 40(2) ラ6(2)48， 
130， 33， 2ヲ， 28 
12.41側瑚 30(2)杭礼仇訊 75
1βI 6， 15; 16 
1司12，8，. 20 ・-'"
S435間以弘仏 45
B_fi12畑地)10(2) 30，1， 40 
4.11部)広叫 "307 叫 12
8.513旬)6刺 4捌 15 孔 37
3.5|哨玖仏以 45
444制内抗丸 42，28 
7.1[附 1叩)自問仏 45，6 
7.1124侭)必，同日 42，同 21
-ー165= 
351 6 x '1 1 . 1601叫 10 1 5.0112俗}82，丸丸払 27，45 
361ω| 1591 93.51 11 6.514町)却)刊行，仇 36
371 6x6 1 1591 例 111(1} 6.51 48(2) 30(2} 42(2} 6，仏説 1
381 6x7 1 1491 87.61 21(1}1 削 148叫 49(3) 弘 24(2)仏丸 55
労 16x8 1 1. 86，51 23 1 18.~ 側68 4q2) 矧2)札仏丸払 45，
401ω| 1オ吋 15(3)1 88142(3) 51(2) 珂2} 札 28，判， 12，ω 
41 1 7x2 1 判 9吋 民1lI 4.718間 12(2} 同 18，72 
421 7x3 1 1601 94.11 10 1 5.91 24(4} 24(2) 18， 20， 12， 35 
431 7x-1 1 1や11 84訓l26 1| 1M1|62430，q483，2(32)14(2)35(2121(2136，42p 
441 7x5 1 1521 則 118 I刈30(10) 40(3) 20(2)仏孔 25
451 7x6 1 吋 885123 1135|;R194913)凡見牝 72，九%釣
46 1 7x7 1 1431 8-UI 27(1): 15.91糊) 42岡 48(2) 灯(2) 4，叫 7，5-1， 76， 28， 45， 63， 1， 8， 47 
471 7x8 1 1561吋 1仰 )1 8.21倒的(4)丸枕札 54，32 
481 7x9 1 1創I94.71 5.9136，以仏紙払併，広 17
。]8x2 1 1621吋 4.7]12倒 14聞は 6，例， 40 
501 8x3 1 刈 94.1110 I 5.9い1(6)問払臼
ラ11 8x4 1 刈 88.~1 20(2)1刈24(8) 34(2) 2昭.) 21， 29，同 36，2い 2
5218X51 lω1 96.51 3.51叫 9，丸丸札 39
ラ318x6 1 1511吋 19(1)1 刈匂(9) 仰)38(2) 72，執ほ 34
541 8x7 1 1551吋 15 1 8.8149(3) 42(2)見仇 32，丸弘 2い 8，54， 24， 63 
551 8x8 1 1 85.31 25(2)1 14.71側側珂2) 16， 8， 47， 67，位1451 85.31 2ラ(2 1. 56，6O，6，6l，6ラ， 72， 47， 42 
5618X9 1 1581 ~2.91 12 1 7.11仰 )54(5}払九 98，40 
1591 03.51 1叫 85|10問 16(2) 悶 27，6 
1451 85.31 25(3)1刈お(訪 12ω 附幻(2) 1ラ，28，叫お








1 154] 90.6i 
1昭}I 9442間 12仰 30(2) 63，九 45，以 78，48， 40，ラ6
1汚|吋 15(2)1 881則的)21， 18，民位 32，民乃
-166ー
63[ 9x8 1 1ち9 似 511 [ 6.51仰)刃(勾払叫刊珂叫玖臼
641 9x9 1 163 .ul制 1，72 
6ラ1OxO 1 判吋 2 
66 [ω | 130[ 76.51 40 I 28.SI 9凶
6714XO I 14吋 52(1)1叫 4ω9，40 
58[ 1 X 1 1 叫 93.511叫 6.5[2(9) 0(1) 
691 7x 1 1 1581仰 |附 | 7.111 (6) 8(2) 2， 8(2) 78 
70 [ 1 x4 I 156[ 91.8[ 14 I 8.211仰ラ(4) 9 
71 110X7 I 吋河51 の(611 265|7p m 附 2(3) 3(2) 8(2) 700(2) 40， 107， 33， 9， 72， 8， 63， 5， 1 
叶 6x101 叶 74.714弐5)1吋 10(9) 6同型(3) 16(2)広司丸印2， 36， 27，れ 9，54， 106，0，8.4， 17，151 
73110X 10 1 1141叶珂2)|叫 10倒湖町)1(3) 叫 2，叫 9













































力日 法 滅 法 事長 法
種類 |領 域 種類 |領 域 穏類|領 域 種類 1領域
i(1)ょせざ J加法九九(1)ひきず・誠稔九九1けl一1)ん0斗すぎ・乗法九九 (1)わりぎん九九 ・ ん九九 九九 ん九九
のテス のテス テス のテス
ト ト ト
(2)ょせざ・加2校法数の(2)ひきざ1・0減02一位法数の けざ・(場〈2l合位位数数3〕×(2沿っりぎんのテ んのテ日i のテ のんテス
スト I スト ・ トI トIu祭器
仰せざ 加地法教の(3肘 ・紙3位数の1l8}かけざ.(く2j合位位数相〉んのテ んのテ法 ・ んのテ の
ストE ストE ストE 場
第27.表計算テスト問題の内容
CD 加法















(吋 ( ~位数)+ (2位数〉 く横式〉¥2位数/
付 ( ~位数)+ (2位数〉 く縦式〉¥2低数j
@ くd型) (繰り上がる〉
付) ( ~位数)+ (2位数) (1桁繰り上がって何十となる〉¥2位数/
例 ( ~位数)+ (2位数) (1桁繰り上カわて何十何となる3¥2位数l










(吟 (2位数)+ (3位数) (様式〉
'3位数ノ
付 く3位数)+ く3位数〉く縦式〉


































@ く C ~型) (繰り下がらないOを含む〉
(1)滅法九九
(ロ) (2位数〉ーく2位数〉く様式〉























(tl) (3位数):_， (、〆231f位立数数ノ、) (横式〉
十市 く3位数〕 ー {パ、2位位数造立ノ、) く縦式〉

























































(]) I ょせざん九九のテスト i 年 組 番なまえ
ょこのじゅんにしなさし、ー →
① う 6 3 2 う ヨ
十ラ +1 十4 十2 十2 十7 十ラ +1 ‘十6
-172-
2 3 6 1 う z 4 6 
+6 十 4 +3 +3 +6 +3 +1 +1 +1 
3 2 4 5 2 4 z 
+5 +3 +ラ +8 +2 +4 +2 +7 +4 
B 1 ヨ 2 4 7 4 ラ 7 
+1 +2 +1 十2 十 4 +2 +3 +3 +1 
② 。 3 。 。 4 9 。 。
+2 +0 +0 +4 +6 +0 +0 +8 +0 
2 。 7 。 5 6 。 8 。
+0 +7 +0 +9 +0 +0 十3 +0 +1 
。
+5 
③ 9 B う 6 告 9 6 7 9 
+6 十 3 十 6 +9 +5 十 8 +7 十ラ +9 
2 3 6 8 5 8 8 4 
+8 +7 +5 +9 +9 十9 +4 +7 +6 
7 7 B 4 3 9 9 6 6 
+4 +ラ十 5 +8 十 8 +3 +ラ 十6 十4
4 7 7 ' う 3 9 9 2 7 
+9 十 8 +6 +8 +9 十7 +2 +9 +7 
5 9 7 6 9 8 8 B 4 
+7 十 1 十 9 +8 十4 +2 +6 +8 十7
間|ょせざんのテスト I 年. 組 番なまえ
ょこのじゅんにしなさい一一》
①(1) (1) 6+3= (2) 5 
+ 4 
(吟 (1) 1十8= (2) 5+23= (3) 27+51= 
十世 (1) 14 (2) 3 (3) 43 
+ 2 斗21 十46
(1) 0+4= (2) 9+0= (3) 0十0=
(ロ~) (1) 20+6= (2) 7+40= (3) 60+20= (4) 30十46=
173-
付 (1) 50 (2) 7 (3) 1O (4) 4O 
十 8 十60 十73 十20
③(イ) (1) 8十2= (2) 70+30= (3) 63十40= (4) 61 
十 9
(5) 52 (U) 55 (7) 90 
+28 十52 +10 
(ロ!) (1) 6十6= (2) 80+60= (3) 48 (4) 40 (5) 35 
+ 7 +92 十27
(6) 72 (7) 80 
斗43 十40
付 (1) 92 (2) 96 (3) 43 (4) 84 (5) 66 
+ 8 -i7 十79 十16 十37
(6) 57 
+83 
切)I ょせざんのテスト [ I ヰ手 事且 番なまえ
ょこのじゅんにしなさし、一→
①仔) (1) 8+321= (2) 425十3= (3) 125十23= (引 32+526=
(5) 234十352=
(吋 (1) 372 (戸) 4 (3) 236 (4.) 453 
+ 5 +4ラ1 十 42 十126
②(イ) (1) 0十4= (2) 9十0= (3) 0+0= 
(吋 (1) 803+2= (2) 4十20ラ= (3) 300十7= (4) 520十4=
(5) 700+62= (6) 206十50= (7) 207十41= ・(8)，260十30=
(9) 640-1-32= 日町 351+10= (1} 306十500= (l?J 500+400= 
付 (1). 203 (2) 320 
+304 +507 
③(1) (1) 460 (2) 453 (3) 731 
+】争ー一7一2一ー 十254 十756
(官~ (1) 485 (2) 357 (3) 417 (4) 823 
十 36 +4ラ3 十765 十691
付 (1) 295 (2) 893 (3) 637 (4) 406 ， (5) 347 
十 5 + 9 十 日 十 94 十何3
-174-
(6) 930 (7) 980 (8) 820 (9) 472 
十 72 + 43 十191 +ラ36
持 タ73
+24日
約 (1) 596 (2) 346 (3) 754 
十604 + 85 +278 
付 (1) 993 (2) 994 (3) 987 (4) 396 (5) 673 
+ 7 + 8 十 13 +604 +348 
.1‘.. .• ・・・・._.......‘・・・・・・・・・・・ a・e・ ・，............，.........u.0.‘
(HJ ;蔵 法
ω| ひきざん九九のテスト 年 組 番なまえ
ょこのじゅんにしなさLー +
① 8 5 8 7 6 9 9 6 7 
-6 -3 -2 -5 -3 -9 一弓
4 6 2 9 う 2 7 8 4 
-4 -5 -4 -2 -6 -3 -2 
8 B 3 8 3 9 4 9 9 
-4 -8 -3 -2 -7 -3 -4 
7 7 6 5 9 7 7 う
一 7 -5 -2 -1 -8 -4 -1-3 -5 一 一
6 3 4 9 う 6 9 8 8 
-6 -2 -1 -6 -2 -4 -2 ーラ -7 
② 8 6 2 。 3 ラ 9 4 7 
-0 -0 -0 -0 -0-0 -0 -0 -0 
-0 
③ 11 11 15 10 12 1ラ 17 14 15 
- 8 - 5 -6 -5 - 8 -8 - 8 - 5 -9 
，ー--ー -
14 13 17 13・ 10 16 14 12 10 
- 6 -9 -9 -6 ー 7 ー 7 -9 - 6 -6 
13 1ラ 11 11 16 10 14 16 18 
-4 -7 -9 -2 -9 -8 - 8 - 8 -9 
10 10 14 12 10 11 12 13 11 
- 2 -3 ー 7 -5 - 4 ー 7 ー 7 - 5 -() 
-175ー
10 12 11 12 13 13 12 11 10 
-4 - 3 - 9 -7 -8 - 3 -4 - 9 
間 |ひきざんのテスト 年 組 替なまえ
ょこのじゅんにしなさいー→
①的 (1) 9-3= (2) 8-8= (3) 1ー 1= (4) 7 (5) 6 
- 4 -6 
(ロ，) (1) 84-4= (2) 17-4= (3) 79-6= (4) 27-27= 
(5) 36-32= (6) ラ9-19= (7) 78-23= 
付 (1) 32 (2) 48 (3) 59 (4) 45 (5) 87 
- 2 - 3 一切 -41 .-67 
(6) 76 
-25 
②仔) (1) 4-0= (2) 0ー 0=
(ロ) (1) 67-30= (2) 76-70= 
付 (1) 70 (2) 90 (3) 64 (4) 82 
-70 -50 -60 -30 
@ (f) (1) 10-3= (2) 70-6= (3) 60一日= (4) 30-18= 
(5) 10 (6) 20 (7) 40 
-4 - 9 -28 
(ロj (1) 17 (2) 92ー 7= (3) 63-54= (4) 17ー 18=
- 8 
(5) 83 (6) 34 (7) 72 
-6 -27 -35 




惚)1 ひきざんのテスト 年 組 替なまえ
ょこのじゅんにしなさし、一一+
① 的 (1)765-2= (2) 678-53= (3) 593-561 = (4) 675-324= 
(ロ~ (1) 854 (2) 538 (3) 786 (4) 932 
- 23 -516 -784 -621 
-176ー
②付) (1) 4~0= (司 0=0=
(的 (1) 705-3= (2) 859-40= (3) 527-205= (4)・350-200=
(5) 405-400= lô)800-8~g= 
付 (1) 608 (2) 430 (3) 907 
- 7 -2(') -400 
③付) (1) 61P (2) 4ラ7 (3) 6言。 (，*) 795 (:il 376 
- 8 -49 -607 -548 -363 
(ロ1) (1) 100 (2) 508 (3) 452 (4) l!i3 (5) 125 
- 30 - 20 - 60 - 80 -132 
(6) 4:?9 
-371 
付 (1) 320 (2) 185 (3) 534 (，j，) 546 
- 48 - 97 -3.68 -478 
国 (1) 100 (2) 100 (3) 300 (4) 506 (5) 305 
- 3 -48 - 6 - 8 -47 
(6) 708 (7) 205 (8) 400 
-509 -197 -234 
~ (1) 447 (2) 170 (3) 457 (4) 992 
需 品9 r 72 同 HiB τ295 
'"脇田H・百H・H・.・・・e・.......・M・....・.，...・...・....，......・"・H・H・-・個H・.ou・
〔目〕 乗 法
(1) I かけざん九九のデスト ! く問題は第14.1.表と同じ〉
(2) かけざんのさFスド 年 組 番たまえ
よこのじゅんにしなさい←+
① (1) 21x4= (2) 3x 13= (3) 24 (4) 3 
x 2 x21 
②付) (1) Ox4= (2) 7xO= (3) OxO= 
(吋 (2) 20x3= (2) 4x20= (3) 5 (4) 30 
xl0 x 2 
③仔) (1) 40x6= (2) 8x2o= (3) . 50 (4) 7 、x ~ x90 
(ロ1) (1) 15 (2) 41 (3) 7 (4) う
当~ 6 j三工 ~ 13 . ヱ21
-lH= 
付 (l) 38 (2) 26 (3) 78 (4) 75 (5) 6 
×ヲ x4 x 6 x 8 x17 
(6) 9 (7) 4 (8) B 
x22 x 53 x25 
。) [かけざんのテスト E 
ょこのじゅんにしなさLー +
年組番なまえ
① (1) 42x 12= (2) 23 
x32 
② ，(1) 10x 10= (2) 18x 10= (3) 23x20= (4) 10x4雪=
(5) 30x21= 1，6) 10 (7) 29 (8) 20 
x20 x 10 x32 
③(1) (1) 90 x 70= (2) 60 (3) 27 (4) ラ3 (5) 40 
x50 x30 x80 x27 
(6) 30 (7) 70 
X53 x48 




(2) わりざんのァスト I 年 組 番なまえ
ょこのじゅんにしなさL、一+
①{1) (1) 82+2= (2) ， 37+3= (3)2)68 性) :3予「
(司 (1)4)4gz (2) 3)635 (3) 5)405 (4)7)148 
②付) (1) 0+4= (2) 0+1 = 
(官j (l) 90-;.-3= . (到 2完了 (3) 4芳T
付 (1) BOO-;.-4= (2) 300+6= (3)4〕400 性) 5芳00
冊。百 (6) 6)240 け)8)486
特 (1) 6)630 (立) 8〉824 。)6)634 性)7')602 (5) 2)461 
'-178ー
(6) 7声す
③ ω (1) ラす「 (2) 8〉90 (3) 4)函ー (4) 6事「
(司(() 4〉520 (2) 2)875 (3) 7)300 (4) 3)258 










囲によtって L nとした。これは，また計算テスト I.nに対応する。理解テ
ストと計算テストの対応はつぎのようになる。
(8裂の誤算が見幽されたら) ( 8 ~起を用いる1
けいさんのテスト Iで{C型 " ~→りかL、テスト n c製 " } 
tD型 ，，} tDW! " } 
(s裂の誤算が見出されたら) (8型を用いる}
けいさんのテスト Eで{c型 H ト→りかL、テストll:{c型 /1 } 































((1)， (2ト・・は盤解テスト問題番号〉① 1 数概念め主主解テスト
すうのりかいテスト I すうのりかL、テスト-_.・.-_. E --
fヤ乳1位、宅数， 2位数， 200以内の数にいJ く3位数， 2000以内の数について〕
ω 記数法命数法の理解 11)(2X3)(4) 4イ) 記数法，命数訟の理解 (1)(2X3)
(司校長り原量の理解 (5)(6)(7)、 (ロ)u'!.取り原畿の理解 (4X5)
約散の夫小壇辞 (8) 付数め犬小室解 (6)
伺数系列の理解{蜘Oj(1J){I2) 伺数孫列ぬ理解 (7)(8)(9Xl切
制数の合成分解 (13)(14) 約数の合成分解似)
























































































































































































































































































































































































































































内 I (3) 1位数x2位数





I (2) /1 (砲が何l何〉
題 I (3) /1 く商が何十何
で余りがでる〉
b型計算テスト
(3) u型計算テス トI(3) cl製計算テス ト
( ~皇室)+く 1 佼数) 1 惚妻)+Cl1li記|
内 仏) bm計算テメ ト
(1) 磁の l位に0の
(1 ) 繰るく除あり下法まのがり翠なり解のし〉あたのつ理除解法の意味







































































































































({)回 一口 一口一口 何 回一口一口一口
凶ひとつずつ少L、かずをかきなさL、。






ω 5と3では口です 例 4と6では 口 です
付 7と8では仁|です 伺 402:.6では口です
的川 口 と3をょせたものです H 10は口と2がせたものです
的 1批 8と口をよせたものです 例 3m:I二Il:7をよせたものです
(14)つぎのEコのなかにちょうどよL、かずをかきなさい。
ω40と印では口です 例 50と80では口です























{イ) 234 ( (ロ)う56 ( 3 
付 402 ( ] 同ラ00 ( 
(3) しちくつでしょう。ずうじでかきなさし、雪


























tイ} 5位 199 205 (吟 70B 734 712 
m ひとつずつ大きL、かずをかきなさい。



























































門 10000'.1 ( 
伺巨豆1( 
(3) つぎのすうをOと・でかきあらわしなさL、。
的lJ ( ) (吟 8 ( 






(イ) 12十 7= (吋 3+24= 付 32十15=
| ょせざんCがたりかいテスト I 年組番なまえ
(1) つぎのよせざんで正しL、と思うものにはOを，また.IEしくなL、と思うものには×
じるしをつけなさい。。 。 。 。 。十O +0 十0 十O 十0。 2 。 1 0 
4 4 4 。 。十O +0 十O 十4 +4 








付 0+5= (吟 7十 0= 付 0+0=
伺 30十8= 帥 20十37= ト) 40十10=






81: |→I I 答
(吟 左のずのあらわす数だけ右の方に@とOをつかつてかL、て容をだしなさい。






















000 0 . . 。 . 。 . . 






























I QQQ 1.' 
000 I・
100のくらい10のくらい lのくらい





















































































(イ) 7+21= (ロ) 385十 2= 付 45十724= 伺 432十153=





































(1) 405十 2= (ロ，) 3十504= 付 500十 3= 伺 206十30=
帥 360+107= tサ 408十200=
-1卯一

















数 1000のくらい 100のくらい 10のくらい 1のくらい





























































































4 ち r7 r 2 
1364 170 140 
(1) 36-4=( 16 (ロ，) 78-26=1日2 付 48-28=120
i 32 116 128 






(1) 11 ( ) (ロ1) 8 ( 





































































的ラー0= (ロr) 30-30= 付 50-30= 伺 78-20=










































付) 20-6 = (ロ，) 45ー 7= 付 40-23= 伺 74-27=
的 50 付 62 (め 32 争j 9 1 (iリ) 1 0 0 
-39 - 4 -28 二三立 - 43 
































































付) 605-2 = (ロ)794-30= 付 526-504=
伺 906 的 380 付 805
- 5 - 20 -600 





















































































































































x 1 2 



































倒的 3の仰いは， 3の口品、と， 30) J二|ばいをよせたものです。
例 7 x貯をけいさんするのにn弘 二号。)となりますが，このあとどうしたら
よいでしょう。答をだしなさい。 答
(3) つぎのかけざんをしなさい。
制) 50x 6 = (ロ) 1 4 付 32 伺 7 帥 9
x 6 x 7 x80 x3ラ
|かけざんBがたりかげスト][ I 年紐番氏名
(1) つぎの 亡二|の中に正しし、数をかきいれなさL、。






























(1) 5 3 (ロ) 2 0 付 32 




















ロ古んBがたりかいテスト _1 I 年 組 番氏名
つぎのもんだL、をしなさし、。
(1) ω _ 1 ・いくらでしょう。，査
同 60+3 = j二|
・3人で悶じようにわけました。ひとりいくらもらえま
すか。~姿
(2) fイ) 巨ヨ~~ 庄司回
~~~回



























“) 3)す了 (吟 2すすす 付 3)98
-203'-
(1) (1) 


























(吋 85+3 = 1二|あまり口
(創つぎのわりざんをしなさL、。











第2.11表加法計算テスト I 誤算類型一覧表 r~年 t組 O名1
lBB30.5.10.実施J停間 A判B 型Ic型ID型IE型
I x I x I x I 
I x I x Iχ ! 
























獲解テスト中の 1:会合名正答の者 1 型 I 1 型
最後の計算テス 1， (1) 1 (2) 
ト問について|全粧答でなか 1 (なし) I ][ 型






















































2.4.2 治療指導の事例 (その1 加法B型誤算の指導〉













主.，~ロ 算 |成績 |診‘ 断 誤算番号|診 断
11十 8=18 







-・・ ・・・.， 8 襲警字の和 (3)付)(ロ)付加える (5)(イ)(ロ)付
5寸23=37 • 1位を10位に加え
(351)(仔(ロ))(付ロ)付
記解数不法， 命で数あ法るの理-・・・・・.. 4 答逆にのす1位ると10位を 十分3 8 
吋
児 治療指導練習 -1 
練 6月7日 6月14日
蛮 治期療時指導間 第1日目:第2日目|第3日目|第4臼目成 績 成績|誤答内容
1昭 40分 寸百一 寸す 寸百- I 10 寸す 寸了全部正答
30.5.19 
く2分〉く1分)1(1.28分〉く1.40分 (4分)I (3分〉
B 10 9 9 7 14 
2 同上 40分 10 10 10 10 15 1吾 7十12=10
(2分〉 く1.20分〕 ( 1分〉 く1.20分〕 (3.30分〉 く3，40分〕
10 9 9 7 12 1ラ
3 同上 50分 10 10 10 10 15 15 全部亙答














治 療 指 導
方 法
誤算の確認|① つぎのよせざんをしなさい。








































(2) 介ードの計算と結びつけて子供の考えを伸ばすよう 42 



































40十92=1032(4 + 9 =103とする) I 80+60=14く最後のOをおとす〉
80+60=1040く8十 6=104とする) I 63十40=13く中聞のOをおとす〉
96 '37 
トー 6 (百こを1002とかく〉 十 50 (同 上〉
1002 17 
70 70 
十 51 く百二寸ーを1021とかく〉 + 51 くくり上った1をおとす〕
1021 21 
40 40 



















































去す1 6L 名 I ~~~~I加叫開 | 清水 武美
療 指 導
指導事項 | 方 法
誤算の確認|① つぎのもんだし、をしなさL、。































臼 (1) 5+7=12 これはカード計算のどこになるか。











復 習 I(⑤ 刊をカードとけいさんでしてみましょう。復習，個別指導
48 57 + 6 + 63 (個別指導〉
線奮評価|⑦ つぎのよせざんをしなさい。く個別指導〉
68 48 16 57 7 
十 3 + 32 + 26 + 14 + 27 
~ n ~ M ~ 
+ 47 + 35 + 82 + 34 + 35 








1 自~ (…と一) 100 く力日法をしている〕- 8 九九の誤 - 30 
. 603 130 
457 (!坊がをひくとき10一) 508 (同 上〉
- 49 =6として4を加えない - 20 
ち68 528 
650 (10ー 7=4としている〕 452 (~るー 即日=8としてつ
-607 - 60 
34 388 
ラ08 (10-2=9としている〉 425 ，5-2=3!::してくりさげ
20 -m (なみてよいのに20をくり)
















































































• d型計算テスト概数 (+ )
-数図で310-7の操作を誤る




































治 療 指 導
指導事項| 方 法
誤算の確認 ①つぎのひきざんをしなさし、。 ， 
付) 324-186= (ロ) 413 ~~ 405 









































































練習評価 |⑨練習する。 203 602 400 ラ72 個別指導をする。











第3.'.表 誤 'g;宇 の 類型
サ誤算1型の類の型内観"J 1J1 E長
A 型 |同分母真分数の加法操作を誤る










































2 3 _ 2 ~ 3 _ 6 .，>'!oOo"'''''_'''' 2 3 _ 2 ~ 4 --"7"一一=-=-x一一=ーーは徐法C型の誤りて一一 一一一=-=--x-一ー7 4 7 -1 28.-.... .~-:-- ，_" - 7 4 7 3 
















































































































付)整数を分下に加える 6 9又は 9ー 127 
8 ，-.-. 8 7 --.- 7 




同 言葉数右t好母に加え逆数にする 1ラ I 0 
予
②整数を分母叉は分子にかける
4イ)整数を分子にかける 35 7 18 I 3 
8 7 
(吟整数を分母にかける 5 ......~ 5 B 3 I 6 
7 56叉は 56 42 
内 重数加迄数にえ分てを分乎母をにかけた分も母とし母，Eを義 43 6 I 0 かけ のに分 ラ6
分子とする




とを えて 42 
と
付 事分整数子にを分加母えにて分か子けてと分す母るとし， I 0 I2 
-222-
③ 苦と童す数部るを分子とし，分子を獲数部 5一7一一 3一一6一 I 1 
8 7 
(む答の主主数部を誤る 与 5 8 5_3 I 9 1-B-ー， 5一。8一- 7 



















同 帯を分加数整数部と分子および警生数 8 3 B 
えて分下とする 9 5 
②慾数を分母又は分子にかける
~) 整数を分母にかける 2_L 3 4 
45 3 2'0 
(吟整数を分母子にかける


















7 一3一 2 
5 
(リ) 整数を宇野分数穂数部にかける o ， 12一一1ー
③整数部を誤る 5_1_等 3 
9 ラ
-223-
④その他 1・ 巴 1281 









(1) 干持労数整数者1を分子に加える 2一1一0又は一1一0 4 
11 --.-11 
(ロ) 糖分数霊長数部を分、母にかける 8 
22i 4 
付 帯方分の分数専子を数を加i部を分て子分にかけ， ー 3 






付) 分母十こ分母をかけて分母とする 8 
2 l2f 
(吟一方の分子を加えない 3 2寸了
や) 分分母に分分母を加ミけえて分母とし， 。乎に子をカ る
③ その他 26 






































誤算額裂の内 .容 10 . 10 
. 誤算内判頻度 1
①約分しなL、 哩 8 56 
10 
②約分を誤る





































16 I 3 3 
9' 27 
1 1 12 
9 





1 1 54 
18 




ト) 一方の通分を誤る 9 
12 





@ 一方の分子を加えな¥"，又は 8 7 
加え方を誤る 12 9 
@ その他 6 
②通分の操作を誤る
付)分母に分母を加えて分母とし 3 24 3 
芳子に分子を加えて分子とす 7 12 
る
(吋大き九、方の分母を分母とし分 3 ら
-39又は-3 1子をそのまま加える 4 
付 小さい方の分母宅ヒ分母とし分 。3 
子をそのまま加える 3 

































































@ 1を」空ー くa宇10)とする う 8 
a 8 
@ 1 を 1~ーとする 。a 
Bb型 1 を分数に~形しないで誤る
@分子より 1をひいて分子とする 4 1ち
8 
@加法と誤る 1 __;_ 7 
8 
@滋数の分母子より被波数く 1)を引く 4 6 
7 
@分母よ り1をひいて分母とする 5 2 
7 
@ ÷又f"i1とする ÷叉は1I 2 






























" D 型 問分母帯分数の減法操作を誤る
(宇野分数よ争議数台ひく場合〕
4~~q く63.4%) 5 ~:--- 4 (6U%) 
誤算額型-。内容 B ? 
. 誤算内容 |頻度誤算内容 !頻度
. D a.型 1帯作分を数誤かるら整数をひく減法操 . 
① .減数を分母又は分子よりひく
付)滋数をき分子よりひしひかれな 4-81又は-8 1 4 54-T1Eは-1-? 1
ラ
いと は逆にひ?く
(P) 滋数を分母逆かにらひしひかれな 42又は3ー ユ ラ3.支怯昔?をレときは ひ〈 4 --"'4 すす
~'} 減数の整数を2こ分き母子かにらひく， 。ち」ー4-一一ひかれない は逆ひミ 4 3 
②加法主誤る 8' 3 9一3一.ー コ』
B 7 

































1:; b 1. 
干E一-r=-rとす呑





































? ??? ???? ?
??
?



















。 。I~ 4"2"7 ...." I 1 27叉は2
o I ，' 6 I 4
7 
2 1 4-L 11 
7 


















5 ~+ (52.3%) 3ー でγ (53.3%)
誤算内容 l頻度 誤算内容 !搬
Ea型整数の線下がり処理を誤る
(1) 整数の線下がり菱形を誤る
的 事き客数は逆を逆に数ひにく姿形しひけないと 7 。
20 
(ロ)部繋数よをり糖1減分数ず変る形のをすわるすのにれ整る数 ラユ→ 2 3一3一一 2 4 7 




仔) 整数かけら分な子をひいて分に子ひとす 一ι叉fi4 24 24 る，ひ いときは逆にく 4 7 
(ロ) 加整数えるより 1滅じ分数をそのまま 4 ~ 2一4一 2 4 7 ・
付 繋数よけり分な母をひいは逆て分に母とす う 4 
る，ひし、とき ひく 4 
伺分母に整数をかけ℃分母とする 。4 
20 21 
的 分子に整数をかけて分子とする 5 。12 ， 3 
4 7 
ト) 整数部をわすれる 3 う 3 7 
4 7 
(附 加法と誤る 日 1 9 3 ~ 2 
4 7 
(丹波数ををそのまま答とする 4 4 4 
4 . 7 













仔) 統制分数にしなし、 2. 。
10 
(官)分母か分子の一方のみを約す 三5L-又は」10一 4 







G 型 通分を誤る 4 
一2 一一~ (67.4%) 2 3 4 1 
誤算類型の内容 3 4 
一5一一10(683%〉一9 一一~ (55.0% 
誤算内容 |顔度 誤算内容 !搬 誤算内容 i頻度
<D通分の操作〕を棋る(特に分子の
操作を誤る
4イ) 分す子るをそのままひいて分子と 20 。3 15 
12 54 
(司分子に分子をかけて分子にす 2 6 2 。
る 12 50 
村 重量数，ミ骨け量並る走数，ひの分子に同じ数 4 3 2 2 1 。
をかカ けないときは 寸2'寸T 10 
逆にひく
伺 各分数の分母をは分逆子ににすくる， 。3 
ひけないとき ひ 12 54 
制各分数の分母を分子にかけて 2 。30 
分子にする 12 36 
付 分分に母母他がをの互に緊で数なけいてととき，公
。5 2 15 。
長小公倍 し，分子 10 18 
分母をか 分子とす
る
(吟加法と誤る 1 8 。 。
12 
例その他 4 14 9 
②通分の操作を誤る(特に分母の
操作を誤る〉
(1) 分母に分母を加えて分母とす 3 。
る 7 1ラ 5 
(吋 小さい方愛のの形分ま母ましをひ分く母とし， 1 2 12 
。
分子をそ く(あ〉るい 3 5 2 
は分子を てひ
付 大きいブ1の分母まを分く母くく〉あとし， 3 
。 2 




。 。3 181 
3 
④ 被て減分数母子およとびす減る数の分母を加え 5 。 。
宮
⑤分母は乗じ分子は加える 。ラ 4 ラ 2 
50 54 








(1) 整総数数を分母にかけ分と子すを ltこするくまたは分チから 1 
を~ II，.、て分子 る) 14 
(2)整数を分母子にかける 6 J 戸
14 
(3) 整数を分母にかける 3 9 
14 
性)整数を分子に加える ‘ 5 3 
7 
(5~ 書室数~かけわすれる . 3 3 
7 






(1) 整数を分子のみにかける 3-3_ 33 
ラ
(2) 整数を分母のみにかける 3-，! 4 
15 






(5) 整数をかけわすれる 3_1. 6 
う
(6) 義秒、を椋分数整数部にかけ，分母子を書きわすれる 9 5 
(7) 整数を補分数整数部のみにかける 9_1 - う
う
(8) 整数で格分数強数部をわり，さらに分母にかける 1 4 
1 15 





似) 仮分数にして密室数を分母にかける 16 2 
15 
間帯分数整数部から整数をひき， ~産数を分母にかける 2 
15 









(1) 整数を分母にかける 3 6 
ラ2
(2) 整数を分母チにかける 12 5 
52 
(3) 整数を分子に加える 7 2 
13 
(4) 整数を分子にかけ分母をおとす，答は整数となる 12 2 
(5) 加迭と誤る 42 2 
13 






























































(1) 得分数の繋数部のみにかける • 
6一2一ー 24 9 
(2) 整数を分子のみに乗ずる 3 ~ 17 
9 
-234ー
(3) 護に数乗ずを帯る分数整数部に繋じ，持分数整毅郊を分平 6~ 2 
9 
(4) 帯手分を数逆にをす仮分る数になおし，整数を分母にかけ分母 18 3 
29 
(5) 仮数分に数すにるなおし 盤認(a'分母のみにかけまた精分 1 ~: 3 
18 
ー (6) 整数を帯分数撃数百官にかけて分母よりひく 2 3 
3 
. (7) 蕗と数すをる帯分数繋数部にかけ， この謹数部のみを答 IG 3 
(8) 整数を帯分数整数部および分子にかける 6一4一 2 
9 
(ω 私母数子をに帯か分け帯数絵分数数部とにすかるけ，またこの整数部を分 6-R 2 
54 
附 艶数を符分数分母子にかける 4 2 
3寸τ






















































(2) 同上 整数部をおとす 2 。
15 
(3) 整数部に室長数認をかけ，分母は乗じ分子は加える 3~ 4 15・
(4) 整数部に撃数部を加え，分母)'1乗じ分子は加える 42 2 
15 
(5) 同上 分子をかける 412 F 
2 ， 
(6) 主事を帯分数になおさない 68 3 
15 
(7) 整分数母部は乗じ，母被と害分徒数子分を子と乗て分数子分母とすとをかけて 3~ 2 とし，分 かけ る . 6 
(め被乗数をそのまま答kする ヨ一ワ一 1 
ら





誤 主事 類 型
C待。分数の真分数倍〉








(2) 各分，繋数数認の分母と分子を祭母じて分母子乙したて分分数母に I唱1 ~~ 7 
し をそのままに分と分をかけ と ヲナ
し，分子を加える
(3) 整深数数分削f土そのままで，~波探数，衆分数母子分をか分けさらに I 守ι 8 7 
子を加えて分子とし 母を母とす 9 
る
(4) 毅Tこ数分放都をそのままにして探，被じ乗分数子分も察母子ずを逆にし 6 2 
を作り各k分母は る 1寸"8
(5) 仮分数になおし，釆・数分母を分母とし，分子を加 7 2 
えて分子とする 9 
(6) 整数をかけない 4 
27 
(7) その他 80 
無答数 10 
E 型 繰り上げ処理を誤る




(1) くり上がるものをそのままにしておく B 24 10 12 
7 3 
(2) くり上がった数をわすれる 6 
7 3 
同 くりょげ方を誤る 1~ 3 1 _ .Jー
7 3 
A裂の誤り 57 。
C雲~の誤り 。 66 
無答数 6 う
F 型 約分を誤る
3 3 9， 2 
誤算類型の内容
百X2 (67.2%) 4x14 く6ち.5%) TZ×すく日.3~の
誤算内容|頻度 誤算内容|頻度 誤算内容|頻度
(1) 約分をわすれる 6 45 斗2 42 18 24 
8 14 42 
(2) 分す母か分子の一方のみ約 3 2 12 3 18 4 
8 7 14 
(3) 分母子を異る数でわる 1 1等 14 1 4 5 6 9 














(1) ーとまたは」旦をそのままにしておく 6 12 30 11 
a a 6 5 
(2) 土れとする，また子れよ とす
。 。 2 
日一一
a a a う
る 、l
(3) ーとを 1 とする，また互生を 1ある 2 a a --- a a 6 う
いは 1_1_とする 2 
a ラ
(4) とーをaとする 6 2 
。
a 







誤算類型の内容 7 1 
誤 算内 容|頻度|
(1) 整数を分子にかける 12 I 2~ -1 
7 
(2)整数を分母子にかける 12 6 
21 





(5) 分ニ子に残数をかけ逆数にする 7 10 
12 
(6) I除数を答とする 3 2 
(7) 分母に整数をかけ分子を加える 25 
(8) 被除数を答とする 4 
7 
(9) 捻す数るを分子にかけて分断こし，もとの分子を分子と 4 
12 




誤 算類 型 の 内 年半
2-b一-+3 (48.0，の
6 誤 答内容|頻度
(1) 分数部のみ整数でわる 4 
2寸す
26 
(2) 分子にかける(仮分数になおす域合となおさぬ場合〉 一14一×回一3叉はー42 11 
5 ち
(① 帯分数整数部に整数をかけて分数百告を整数でわる 6一4一 ラ
15 
(ω 仮分数になおしそれを逆数にした分子にかける 15 4 
14 
応) 精分数整数部をすれて除法をおこなう 4 6 
1ラ





(8) 整数を分子からひく 2一一1一 3 
5 
(ω 整数を分母子からひく 2~ 2 
2 
(10) 分を母に除春吉数数をかけえて分分母とすし，格分数整数部に分乎 11 2 
かけ を加て 子とる 15 。1)その他 85 
無答数 8 










(2) 同上 分子にかける 30 26 
3 
(3) 同上 分R王子にかける 2 2 
3 
(4i被除数整数を分子にかけ逆数にする 3 13 
30 




















(1)乗法と誤る 12 12 
35 
(2) 乗法を誤る
(1) 除数彼|徐数ともに逆数にしてかける 35 3 
12 









ト) 向上 分子と分母を加えLて分子とする 8 3 
28 







“)被除数整数を分母にかける 31ーまたは7ー 60 4 -'-:._. 4 
(同向上 分子にかける 7または」土 13 
2 









(4) 除力、数ャTをる仮分数にし，それを被除数ともに逆数にして 2 3 
14 
(5) 整数を分母にかける 3_1_ 19 
4 
(6) 同上 分子のみにかける 3_1_ 2 
(7) 向上 滞分数整数部からひ〈 8 
2 
(8) 同上 帯分数整数部からひひ分母子にかける 1 __;_ 2 
4 
(ω 整数を分子に乗じ，帯分数整数部を分母にかける 2 2 
6 
削除数を逆数にするときの愛形を誤る 2 4 
7 
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2 t-:2 (44.3%) ユ-:2く56.7%)
誤算類型の内容 すう
， 誤算内容|頻度誤算内容陣
(1) 繰り止がくったものをそのままに 1 19 15 12 
がてお 10 14 
(2) 繰り上しり方を誤る
-243 -
Lイ)繰り上った1をわすれる I 5 I I 0 
(ロ) その他 I 5 I I 0 
B型の誤り 129 。
C型の誤り 。 10.6 
無答数 9 L2 
F 型 約分を誤る
41_-;-2 2~--;- 6 4 . 2 
07 6.0?の
F う 7 3 
誤算類型の内容 (39.3%) く32.0%) (宮6.0%)
l料内容陣誤算内容!頻度i誤算内角l頻度誤算内容l頻度
(1) 約分をわすれる 6 42 22 2 12 24 12 13 
14. 10 30 14 
(2) 既約分数にしない 。 。6 18 。
15 




仏) 分母子を異る数でわる 2 2 11 2 2 2 7 
7 2 6 7 
(5) 約分して逆数にする 7 。う 8 5 1 。l
2 11 2 
(6) その他 。 。 。
A型の誤り 77 。 。
B~型の誤り 。 156 144 
， Cb型の誤り 。 。 。
無答数 4 12 14 1 
G 型 整数と分数の関係について誤る
3 . 3 3 . 3 4-;-一2一
4 4 714 3 
誤 算額裂の内 容 (58.7%) (50.7%) 誤算(2内4.7容916伊〕ー
誤算内科頻度誤算内容|頻度|






(2) ーとをOとする，また三主をn__O 。 17 。 "0 2ヲ了 . a a a 
とする
L~-t6. "!1.こ1a旦 8 3 。。)ー-=ーーとする，ま を 2zJ-a 1 
2_1-とする ‘" 
a 




(5) ~(' =a 十 1 とする ， また na をn 13 。3 3 。
a 
十Iとする
(6) ~ =+=1とする 4 。
a 1 
A型の誤り 10 9 ;。
Ca型の誤り 。 。 216 
Cb型の誤り 〆 73 102 ひ














，ここで， a. b.c. d. e. f. g.は誤算類型A.B. C. D. E. F. G.に対応する問題であ
る。ただし，計算テストの結果えられる誤算と誤算類型は一対ーに対応すると
は限らないので，誤算は類型にてらして判定する必要がある。たとえば， b型
の問題で三十ユ=空しはB型の誤算であるが .3_ト J_=_4~ はA型の誤算と4 '4 4 '~p='/ ""，7f" ~"，->'aJ，r 4' 4 8 
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2 . 1 6. 3 なる。 また，一+一=ー十一9 '3 8' 8 
2 . 1 6. 9 54 
はG型の誤り となるが 百+τ=27+U=2fは
はF型の誤りとなる。2 ，1 6， 9 15 A型の誤りとなり..ー十一=ー十 =9 ' 3 -27 ' 27-27 
第3.3.表 計算テス ト問題の類型と内容
付) 第一段階計算テス ト類型問題その内容
類 ァス題番問 霊長 類 の 内 戸1工甲Y 
型 力日 法 |除 法ト号
a型 ① 和約同分をで犬繰母真めり上分る数がく既のら 差同がレ磁〉分を求的母真めで分るO世でE差のな 真りく績上分数が既のら書約な室数でしつ繰倍
真く商うう斗が訟既の乾約数〕除
なL‘)
b型 ② I 和|7司(1;分を1)母求真め分る数く和の I ひ1よく り真分数を I帯く積分数が既の繋約数〉倍I滞〔分商教が跡の薬的数徐
C型 ③ 
整和数を求と真め分る数の 差同分を求母真め分る数く差の 互のが主数真llf;約叉分数はで真倍繰分りく積数上 獲数〔数の商真がま既た分数約は真除) 分
がOとなる〉
がらなLう
d製 @ 開的J補繰り上擁がら 難撰ぶ需給転翠、 書官主鯨 時日カ1雑り国草な
ない) I tl\'~) ら し〕





E裂 ⑦ 異和がを島分ら日求な母守瓦めいで繰〉分る教りC和上の 異差が分既を約求母真め〉分る数〔差の 真品お数分よと教び倍な整のる(整数勘〉数の藍真倍 蓄のるを仁数兵】商分叉が都盤は排真数唖分主教な
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(司第三段階第五段階計算テスト問題の類型.
lて望 類 型① ② ③ |④| ⑤ ⑥ |⑦|③ 
加法 bdW de~j.l ef江日 dfl'，iQ bg~ eg型 dg~1J: fg~j 
一
第二段階
1成法 cd型 de型 df型 cg型 dg型 fg型
一乗法 be型 bf型 bg型 de型 df型 dg型 ef型
除法 de型 df型 dg型
加法 def型 deg型 efg型 dfg型. dbg型 defg型
第三段階
減法 def型 beg型 cdg型 cfg出 defg型
乗法 bef型 def型 g 
















‘ 5 ，"7 ，J. ".:;.a 2+ー は正答するかー+7 を長答する生徒がいる。このことは，テスト
8 
問題として，この二つの形式を必要とすることを示している。 2+ 3 J，と
-247 ~ 
' 
小 5 の場合も同…。また， 1ー ァ=-7- と閉する生徒が4 4-1 
いる。この場合誤算をしているわけで、あるが，結果は正答となるのである。こ
"-':il-".._， . 1 3 10-3 のように誤算をして正答をうる問題は女当 Cない。 1ー ァ =ー ァー と計算す
~ 10 る誤算がある。 1を常凡とするので、あるo このような生徒には 1ー らは
妥当ではない。計算テスト問題は，第3.4.表のようになる。ここに，計算テス
トL J[， JLはそれぞれ第一段階，第二段階，第コ交階計算テス ト問題を意
味している。また，計算テスト問題の番号 ① (ZJ @ ④ ⑤⑥ ⑦⑧ 





|分数加法テスト 1 I 年組 .番氏名
つぎの計算をしなさい(答の約分されるものは約分!しなさい〉
① ユ +ー_2ー = ② _3_+_1_= 
11 11 4 . 4 ③ ω÷+7=(2)5+÷= 
④ (1) 2--J:ー+5 = (2) 4十3--.J-= :3) 2 .~ー +2一=俗) 5~ー +3 _lー =言、 11 . 1 1γ 
③ユ-+ゴー= ⑥ 3 ， 5 
9 9 寸百+-fo=
⑦ (1) 一2一十一L=3 . 4 (2) -4--+ー し=9 3 (3) 一一1十一4一=6 . 9 
|分数加法テスト E 年組呑氏名
つぎの計算をしなさい(答の約分されるものは約分しなさい〉
① (1) 6-h-+ :~-= (幼 4_~ + 3 7 =②(1，) 5~+3~= 10 '10 ，- . 9 ，- 9 ，~， - 7 ，- 7 




③ (1) 1 雪4一一十 = 12 . 12 





⑦ (1) -+.-十2_!:_=14 . - 7 
(2) 4一一1一+5 -~ = ③ (1) ~+. : = (2) 2 十一8 = 
2 8 5 4 6 . 4 
分数加法テス ト E 年 組 番氏名
つぎの計算をしたさL、(答の約分されるものは約分しなさLう






③ (1) 一35一寸.-3471 寸一 (幼 7ー←十一4一=10 . 5 ④ (1) 1一一1十一2一=5 . 4 
(2) 2-: 十3 1 4 - 6 ⑤ (1) 2一一1ー+一2一=2 4 (2) 4一1一十 5一4一=3 6 
⑥ (1) 4 一1一十一~ = 2 ，. 5 (3) J一4一+3一4一=





① 3 2ー ② 1-~= ③ 2 2 ③ロ) 4 -4--4 = 
戸ノ 予 B 3 3 8 
(2) ド~- 4 =









⑥ 5 3 ⑦ 2' 1 (2) 一2一一一3一=同 一4一一一一!._=
10 10 (1) 一一一一一一ー =3 4 日 10 ，-， 9 6 
分数i威法テス ト E 年組番氏名
つぎの計算をしなさい(答ーの約分をされるものは約分しなさい〉
① 1 ~ . 1 (1) 雪 一一 -3~ー=4 -4 
3 3 
(2) 12一一一一一=4 4 
~ 249 -
4 .~ 4 (3) 12一一一1Q---2ー茸
5 ラ
② (1) 3ー 2-ι=
9 
(2) 宮 _3 _1_~= 
6 
(3) 1 ~-___1 
9 9 
(4) 4~-ー乙= 弓 8 ③ち 1(5) 6一1一3ー-3一1一3- (1) 4'"1一2一一一一=i 7 12 
(勾 6 5 -6 3 = 
8 8 
(3) 4← 5一一 1_1~_ = 
6 G 






(2) 2 ←~_2 _1_~ ー
2 4 












(2) 1 ~1 .ーユ--
4 4 
伶) 6-一F一一2← 7ー =
12 - 12 
② (1) 4一一1一一一L=
3 2 






(2) 4 _1:_-4 ~= 
5 -10 (3) ラ一3一一2一2一=6 4 
④ (1) 3一3一-3一2一ー (2) 1 ~ 1 ⑤ 1_1 _ 2 5-一一-3-一= " (1) 








分顕乗法テスト I 生存 組 番氏名
つぎの計算をしなさL、〈答の約分されるものは約分しなさLう
ユ-x2 = ② 3~X3= ③ (1) 4 xーと=; 5 ，- -~ ~ 13 但) ~X ~ー=7 5 
④ (1) 2X3÷= 2 .. 2 (2) 1 ー~X←ー=
3 9 
2 ... 1 (3) ー~xl 一一=
7 5 
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2 ". i (4) 3+ x 1 
5 3 
⑤川手-x4 =' (劫 5x十t
⑥ (1) + x 2 = (2) 4 x-f.-= (3)土 ×ム=⑦ (1)十 X3=
目 14 ，-， 14 3 6 
(2110x÷= 
|分数乗法テス ト [ I 年 組 事主氏名
つきの計算をしなさいく答の約分されるものは約分しなさい〉
① 3~X2 = @ 2よ x2= ③ (1) 4ム x5 = (2) 4 -4-x 10= 
う 8 5 コ
つぎの計算をしなさいく答の約分されるものは約分しなさい〉
① 2JtX6= 釦川 2X3+= 信) I~X+= 
白 4 14 
2 ，，~ 1 匂) 2~X2一一=5 - 3 
同除法
分数除法テスト I 年 総番 氏名
つぎの計算をしなさいく答の約分されるものは約分しなさい〉





④(1) 2.;-ヲ-Lz (2) 一3一+，1一2一= t . • :2 (3) 1一一+1一一=2 7 3 2 -3 
⑤ (1) 2 _!ー+2= (2) 3 -~ー ..;- 2= (3) --4-~~= ラ 7 7 5 
⑥ (1) 土ー-;-2= (勾 2~-;- 6= (3)4-L+2= (4) 7 5 5 
(5) ιー÷ 2ー_= ⑦ (1) 4-:ユ =ー 3 . 3 7 3 3 位) -T÷寸才=
。)~..，_.2_= 
4 4 
[分数除法テスト iI 年 組 脊氏名
つぎの計算をしなさいく答の約分されるものは約分。しなさL、〕
① (1) 6 ~ 2+= (2) 2+-;.1--b-= (3) 2~ー÷よ=z ~- 3 2 ¥V/ ~ -5- '-4 
② 札) 2 ~ 3ー ト (勾 l -J_..;- 2~=
3 - 3 (3) 一一3ー1一1一=10 5 
③ (1) 6 -;-1_1_= (お 1ー し+1_2_= (3) 1-1 ー.，___j_=ら 5 5 ラ 1ラ
|分数除法アスト 年組 番 氏名
つぎの計算をしなさいく答の約分されるものは約分しなさLつ
① ω ラ÷十戸 (21 6÷= (21-L--Lz 
{ 5 8 


















ま~I 加 法 減 法
A 立L82 鵡1お錦幣量宇量警解守 |富富噸叫喜重i苦E宇望F号
a 
① zの理解(図〕 a ① ZのE現解(関〉
②主=1の理解
a 









D 型 ③る 解，分と分数{(加え ③ こら毅と数の程，分解数から分数を |
④ dm's-l算ナスト ④ d型計算テスト

















































ロ)1♀=1 ロヌす=1 ロ)3 1=よユ=Jヨー3 10 
同級をIとして，つぎの問に答えなさい。
イユ② に ⑫ をょせると何分の何になりますか。
公 口ー-
u 口





































4 4 7 8 6 7 
5' -4-' -8-' ~ 8 ' -7' 7一
ロ〉つぎの口の中に正しい数を書きいれなさL、。
一宮Iー
2 ， 7 
9 . 9 ロ〉
つぎの計算をしなさい。































? ? ? ?
，，， ， ， ?
??
1一子だけせんでぬりなさい。













































: .A‘: ・，ι ‘・'. 、，
...~ 
"守、、'・ ・












































4 ， 3 















4 ， 3 ロ)2一一 十一 一=
11 ' 11 
2) 










3 ， 3 
2、)5十一ー 十ー一一一=
1 1 イ)2 ト3卜十=




3 'n 4 ニ)5~+2，一一=11 . -11 
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イ)2十 3十=
2 ， 1 ロ)4一一十一一一7 . 7 








10 2 ， 11 
イ)1 一一言一一+ム4999 
10 9 ロ
イ)2 一一=....;_+一一9 9' 9 
p)つぎの口の中に整数又は分数をかきいれなさい。
〕iF4 2 口一 =一+口9 9 口
。÷=口十÷
(4)つぎの計算をしなさい。
ロi. __J_ =_2_+ 白川一一一 ι -
J_ 9 9 口
5 ， 7 イ〉一十9 ' 9 2 2 ロ〉十=3 3 








6 _6+2_ 3 くイ1) 一一一 一一一8 8 + 2 4 
くイ2)一色=互三2=2 
8 8 + 2 4 
_ 9 9 + 3 3 くイ均 一一=---=一一
12 12+ 4 3 













ロ〉 1ー =口 宮F口一=口一
2 4 6 8 
3 3 XD 
ハ)1 一一=一一.:..!:=!
ラ 5x2










! ) では.I 3，6， 18，山 9 I 
くイ2)(、4コ， ~ ) では.1 ラ，4， 20，叫 ;-1 









4 ， 2 
@ 一一+一一1ラ 15






2 ， 1 イ〉 一一ー +_._=
5 2 































ロì~-~2一一一 =- 11 11 
年 i'Ji 番 ・氏名
(1) ~を1 乞叫んでぬったところを脈問さL 。
イ〉① (φ'巷 E ②ゆ管呂 ③勧告号






5 4 -8- -8- 7 7 
1'1)つぎの口の中にEしい数をかきいれなさL、。








7 7 7 
性)つぎの計算をしなさい。










(イ)~多》 一勧ゆ) は川ですが 答




{f} 一ー 一一一 =ー3 3 









① 3 + ~一一 25 










③ 2+一一7一一3一11 11 












、 8 ^ 5 
=-) 7一一2一一-1 -1 
i減法E型理解テスト | 年 j観 客氏名
(1) つぎの口のrl'に亙しL、数をかきL、れなさL、。
(1) ① J =Jコー ② 1 =-Q_ 7 う
同① 4寸 +J子? ② 4=3+工L
7 










② 6 _5____2_ 
ララ
一子=(③ 672 









(① 9+ 3 3 
1273 4 
② 9 +3 3 
12'←3 4 
③ 9 -:-3 = 3 









B 6 4 2 
(2) つぎの問に答えなさい。
イ〉つぎのうち正しいものにOをつけなさい。
① 672 3 ___=--
872 4 
②旦三三=_l_
8 + 2 4 
(1)つぎの口の中に正しい数をかきいれなさし、。
句協いけるヒ
イ〉後〉ld宇佐:j;;r号 ~~~: I <! ~ 銘打キ
④五三ユ=_l_
8 +4 2 
ロ〉 約分しなさL、。
4 ロロ)1 ー =ー
10 口 ロ)2 -4-=ロー8 口
(3)つぎの計算をしなさL、。 く答が約分されたら約分しなさLつ
7 3 イ〉 一一一一 = 10 10 
、 5 1 
ロ )"-一-ー ーー-=- 6 6 
|減法G型理解テス ト 年組番氏名
ロi 1 =口=工工=エユ
- 2 .4 6 8 
3 _3 xロ
ノ、)1 一一ー一一一一一
5 5 x 2 
)2， _1一一三三三-




① (1 5) |一一一一づ一'6 では， I 3 ， 6， 18， 15， 9 
③ (2，:) 5 一ー では， i ラ，4， 20， 40， 10 
③ (+ ，+)では， 1 4， 6，丸山 10
ロ〉通分しなさL、。
φ(+，+) (- ，ー )
②(+，+) (ー ，-) 




⑦ 4 2 







3 1 イ〉 一一一一一一=4 3 




|乗法A型醜テスト 年 、組呑 氏名
[l) つぎの計算をしなさい。
1 ， 1 イ〕 一一十一一一=5 5 




















2 ，~ 1 




2 "' 2 2 2 2門 r-Iイ〉一一十一一十一::-T一一=一一×口=→キ9'9'9 '99 - 0 
ロ) 5一三円よ十 5~=5-4-X口=口日7'"7'-7 - 7 ~-u 
つぎの計算をしなさし、。
イ)4十x2 ロ)5+ X4 
乗法C裂理 ;テスト 年 出
(1) つぎの計算をしなさL、。
番 氏名
























I 3 x_2_x7-;-.f， 
13X2!X4-;-.4=口
)3X2IX5-;.5=口
2 " 4 一一X一-x7，-;-.7 5 7 
2 . 4 
ロ)+X ~ F 一- _'-=
ち 1




2 . 4 13 xー ニー X4-;.4l' 11 











X~= 4X一三 x口÷口13 . --13 
ノ、〉÷が搬になるように口のなかに数をかきL叫さい。
2 _ 4 2 _ 4 _--x_._=一 -x_._x口÷口
3 5 3 5 
(8) つぎの計雰をしなさL、。
イ')3 x_J._= ，- 1 ロ)+ x : _-- 一一一=5 8 
乗法D型理解テスト 年組呑氏名
(1)つぎの計雰をしなさし、。
イコ 4X~= ロ〉 一:_x-'_=3 " 4 
15 '7 5 
(2) つぎのうちEしいものにみんなOをつけなさい。




























10 ロロ〕 一一=口3 _ 3 
(6) 
口 一口イ〉 2X11一=2X'5=O
ロ)3ユ-X _1_= J;)_ Xユ =ーJコ
ち 4 5 4 口
つぎの計算をしなさい。(7) 
2 ..• 1 ロ〉 一~xl 一一=7 - 5 







ロ)_;_=ユ 十ー二L=口十よユ=口よL7 7' 7 _ . 7 口
(2) 
9 4 巴イ〉 一一一=一一+一一777 
エ〉 乞ー=ロエユ



















12 6 3 2 
(3) つぎに答えなさい。
イ〉つぎのうち正しいものにOをつけなさい。
9 _973 3 
イ)1 一一一一一一一=一一12 1273 4 イ)2 ーと=旦三三=~3~12 1274 3 
イ)3 ~ー=三三三=ユー
8 872 4 
6 _672 3 
イ)4 一一一一一一=一一
8 872 4 




























































く口の中にEしL、数をいれなさしつ3 3 x口一 口8"ー ニ吉玄白-"40-① 
3 ，~ 1 ①の結果から一一ー はーーがいくつのことか。8 ，-40 ② 
答
三 がー等分するには一旦をF等分すればよい。R '(!..... -V./J ~ ."，，-... 40 ③ 
一?を5等分すると何分の何になるか。

















② 4 1_ 
5 
番
















7 -- . -7 
ロ)6 _;_+ 3=く6+-口〉十(ユー+-3') =口+王L=口」コー
日 巴 口
(4) つぎの帯分終仮分数になおしなさい。









。12千÷ヨ= ロ〕 1ofー+-2= ィウ 2÷÷4= 
-' 275，ー
1") I 
除法C型理解テスト'1 ' 年 番 組氏名
(1) つぎの計算をしなさい。









f① く12x 3) -;.-(3 X 2) 
l② (12X7)-;.-く3X 2) 
イ)12-;.-3 = ¥ ~ ~ 
|③【12x 2) -;.-(3 x 2) 






②， 。Oxg)ー く__l_x10): 
4 
4 ③ く10X4)-;.-ト~x 4')
4 


















) ~+ ~ _= (_;_ x 4) + (__1_xO") = [] -t-+ ~_ (i- x く7x口) -l十口
ロ)_! -7 2:_ 
E 一一一=














1 . • 2 









イ〉 6÷2÷= 3 _ 5 
2 3 
③ 6X÷ @ 
1 . 2 
2 3 







ロ) ~ー-7 1 ..1ー =三一 旦=ユ-x-旦7. 3 7 口 7 口




















第3.7.表 誤算類型 一覧表 年 組
ミヒケ預型 加法 滅 法AIBlclDIEIFIG CIDIE 字I ...__ 
× X × X 'X × × X × 
一 一 ト一一 一
2 × × X X X × × × 
一一















|加 法| 滅 法 1乗 法 |徐 法
実施学年 | 1年C組I 1年A組B組C組| 2年A組! 1年B組








(1)， (2)， (3) 
E答者 |誤僻
カ法日スト題(問4)テス 正答者 1(1)群 1 (2)群
C中ト
司直のcに




















・理解テス ト実施者 7名 (1型5名 E型2名〉
.実施結果
第3.10表
認:? (2) (3) (品)(ロ) f1) (司 昨守 (イ) (ロ) をカ 収) (ロ)
I型
誤 。。 1 。 。. Q 
正 う 5 4 4 4 4 4 う ラ ラ
誤 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
E型 一ー一 一一ーー









ぽ|は} (2) :3) (4) (イ) (司 付 付) (17) (イ)1 (1)2 (lJ)l (1)2 (1ロ'}3 (1) (ロ}
誤 。。 1 。。 。。
I製
10 I 定 10 10 9 9 9 10 10 9 9 9 10 
誤 。。3 2 3 ヨ 3 3 ヨ 2 5 3 
E型 一
正 6 6 3 4 ヲ 3 3 3 3 4 3 
I型の生徒に10名で，理解テストは殆んどできている。 E型の生徒は6名マ
2 3 部分的に理解欠除がみられる。 (1)問，図による仮分数記法の理解では，一一3' 3 
-200-






・理解テスト実施者 66名 CI型28名 E型38名〉
.実施結娘
第3.12表
述((1) (2) 仔) (甘) (1) (同 P守
I型
誤 ち 。。。
E 24 27 28 28 28 
誤 8 35 33 33 23 
E型











3 3 一一ーの図による理解が欠除しているとみることができる。(成の刊(ロ)も(1)(吋と4 4 
同じ内容のものを帯分数についてみる問題で同様に誤答者が多い。計算では，
1 1 1 0 0 一一一=一 一 、ー得としている誤りが多い。
3 3 3' 3' 0 
伺 G型誤算と理解欠除の関係




話:A(1) (2) (3) {イ) (ロ)付l村，2 ~~3 (1)1 cイ)2(1')3 (吋1(ロ!)2(同3付 (1) (，ロ}
I翠l
誤 。 2 2 4 2 2 2 3 4 。。
E 15 14 13 13 1 13 13 14 13 12 11 15 15 15 
言u12、 l 3 20 17 18 22 14 13 17 23 21 27 26 26 48 
E型
47 30 33 32 28 36 37 33 27 29 23 24 24 2 
I型の生徒は15名， I型の生徒は50名で，1型の生徒は大体正答している。
2 131 I型，l:J草Iとも(1)付3合吉=15としている。 5'x3=15で3侍したものをそ
~=.I:=.-，..~a..). /#')¥I ~\ 3 1 のままかいているのである。 E型の生徒では， (割引一一ーの正答者24名に対し4 3 





(3) 乗 ー 法
(イ) B型誤算と理解欠除の関係
・理.解テスト実施者 10名 cl理2名 E型8名〉
.実施結果
第314表
孟守(1) 帥 (2) (同 村 悼 (イ) (ロ)
誤 1 。。 。。
I型
E 2 2 2 2 
誤 3 7 2 5 3 7 
J[ jj~ 
















記( (2) (3) (4) I (1)加)付同 仔) (ロ) (1) (1) 付) (ロ)
誤 2 2 3 2 4 4 ヨ 2 2 
i型
正 10 9 9 B 9 7 7 B 9 9 
言'"問，< 2 2 1 5 3 3 5 ラ
E型








若干相違している。 (1)包:)(3)ゅは本文と失体同じI (5)は本文の(8)と大体同じI 1 
型の生徒1名，胞の生徒1附あるo I型の生徒は3x長の形式の問題はS





・理解テスト実施者 14名 cl型4名 .1I型10名〉
.実施結果
第3.16表
認:rli (2) (3) (イ) (ロ) 付) (吋 的(ロ) (イ) ('ロ) 的(司付
設 2 3 3 3 o 0 0 0 0 0 
I型
正 3 3 2 1 1 4 4 4 4 4 4 
誤 7 7 9 9 9 10 ラ 5 5 10 10 10 
E型
正 3 コ，、 l O. 5 ?う ち 。。。
-283ー
i型4名，n型10名である。 I型の生徒中，1名は(1)番議礎計算で誤2きして
2 5 x2 いる5+ァ=7ー とした。この生徒は(お番， (3)番で全部誤答している。ω番















話~l (1) (2) (3) (1) (ロ) (1) (吋
ζ{ ち 。I型
2 4 う 4 4 
E型
誤 11 11 3 6 3 


















五段 偏差値 得 点
階評 2 年 1 3 年 4 年 |
定 区間加法九九|融九九加法九九|滅渋川|姑九九|除法九九鰍九九i除法九九
+2， 65以上 80)以上 n以上 81以上 74以上 81以上・旬以上 100 85以上'
十 1 ラ5-64う;9-79 57-76 60-80 54-73 59-80 46-64 71-99 63-84 。45-54 38-58 37-56 39-59 34-53 37-58 27-45 41-70 41-62 
35-44 17-37 n...36 18-38 14-33 15-苅 8-26 12-40 18-40 

















































































































、 あとがき 。 雪 }
栓会科における単元学習指導の実験的研究および算数数学診断テスト作 :
{ 成についての実験的研究は，いずれも，E実際学習指導の場における現下の i
i重要な問題をとりあげ，そこに含まれる方法上の基本的問題を実験的実証 }
}的に解明していこうとしてたされた。とのt研究にあたり民 苧所員始め実験学 ;
j校職員は協力して，その全力を傾注してきた。そして，ここに一応その成 :
.果を報告するこ とができた}わけである伊，それぞれの部門において，なお:
のこされた問題があると思われる。 .この研究を実際指導の揚に活かして'.
)本県児童生徒の学力向上をはかるとともに， これを手がかりに，さらに進 j
んだ研究が教育の実際の場においてつみがさねられ実証されていくならば i
幸いこれに過ぎるものはない。
終りに，御協力くだされた笑験学校おまびその他の学校の職員の方Aに
探く謝意を表する次第である。
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厄町民
[0印は教科研究主任〕
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石黒平吉
片野二郎
伊藤武 司
中村・秋.郎(@)
棚辺十 四く算〉
石添徳治く⑧ ‘社〉
小林三喜男(算，社〉
石田憲司(算〉
竹石朝
伊藤長'子(社〉
佐々木綾子〈社〉
右近典子く社〉
坂西 ー 忍
清水武美く算〕
1 斎藤和子
養護教諭 鈴木みさ
(なお和納小学校において他に転出された職員で，この研究に関係)
された人は校長牧野数一， 教諭石井発，吹井惇の諸氏である。)
中蒲原郡両川中学校
校長
老史 論
講師
1 
11 
1 
1 
1 
" 
H 
1 
1 
1 
実験学校職員氏名および研究担当教科
3位 eー
西務原郡和納小学校
校長
教諭
? ?
??
?
??
?
" 
1 
" 
H 
1 
" 
" 
" 
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